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論 文 の 要 旨 
 本研究の目的は、外国語としての英語（EFL）の意図的語彙学習において、前後の文脈（コンテキスト）の
処理からメンタルイメージを形成しそれを活用することが、どのような効果を持つか検証することである。先
行研究では、新たな語彙の意味を学習するうえでは、訳語と最小限の文脈（例文）を与えることが効果的であ
るという主張もあるが、学習者が文脈情報にさほど敏感でないことを示唆する報告もある。文脈心像性とは学
習時に読む文脈のイメージしやすさを評価したものであるが、本研究では、語彙学習の際に文脈をどれくらい
効率的に処理できるかどうかはその心像性や学習者の熟達度によっても異なると考え、文脈心像性と学習者の
熟達度の要因に注目した実験を 6つ行い、それらを研究 1～3としてまとめた。 
 研究 1では、目標語に訳語および例文が付与されたリストを学習者に暗記させる実験を 3つ行い、学習時
に提示される文脈が学習後の再生テストの得点に影響を与えることを示した。実験 1では、上位群の得点は文
脈心像性によって変化しなかったが、下位群では高心像文脈条件の得点が向上した。同様の結果は、協力者に
対して文脈内容をイメージさせる指示を与えた実験 2においても得られた。しかし、初級レベルに相当する協
力者を対象とした実験 3ではやや異なる結果が得られた。 
 研究 2では、研究 1で生じた以下の 2つの問題解決を目指し、文脈心像性と学習者の熟達度の交互作用に
ついてさらなる検証を行った。第一に、研究 1では実験協力者の熟達度を測定する際に語彙力のみを指標とし
ており、それ以外の観点から熟達度の影響を検証することができなかった。そこで、実験 4では英語の語彙力
に加えて読解力のテストを実施し、さらに学習方法に関するアンケートによっても学習者群を区別したが、文
脈心像性による影響を最もよく予測したのはやはり語彙力による指標であった。第二に、実験 1・2と実験 3
とでは協力者の英語力に差があり、その中間の熟達度層を考慮していなかった。そこで、実験 5で (a) 中上
級、(b) 初中級、(c) 初級という 3つの学習者群を比較したところ、文脈心像性の効果が最も顕著であったの
は中上級群であった。初級群と初中級群においては訳語の情報により依存した学習が行われていた可能性があ
り、また、実験 1・2を踏まえるとさらに上級の学習者では文脈内容による影響は見られにくくなると想定さ
れる。 
 研究 3では、文脈心像性の影響を最も顕著に受けた中上級レベルの学習者を対象に、語彙学習のために文脈
を読む際の認知ストラテジーを明らかにするため、思考発話法を用いた実験 6を実施した。語彙学習時の発話
プロトコルと 2種類の補足データを分析したところ、高心像文脈を学習者に提示した場合、それを読みながら
語彙を学習する際にはメンタルイメージの生成が起こっていたが、低心像文脈を提示した場合には、それを読
むプロセスには統語的な解析や文脈の逐語的な解釈といった分析的な処理が多く含まれていた。 
 従来の研究では、意図的語彙学習において短い文脈を与えることが具体的にどのような効果を持つのかは不
明であったが、本研究では高心像文脈と低心像文脈の効果を比較することで、まず EFL学習者がある程度文
脈の内容に対して敏感であり、文脈のイメージしやすさが目標語の想起しやすさに影響することを明らかにし
た。その一方で、文脈のイメージを語彙学習に有効に利用できるのは、ある一定の熟達度に達した学習者だけ
であることも明らかになった。また、目標語・訳語・文脈のリストによる意図的語彙学習では、学習者は目標
語や訳語に注意を払うが、与えられた文脈がイメージしやすい場合には、比較的少ない認知的負荷で文脈を推
論的に理解したり心内にイメージを生成したりすることも可能であることが分かった。意図的語彙学習におけ
る文脈読解プロセスの性質を直接的に説明する既存の理論モデルはないが、先行研究からの予測は一貫してい
ない部分があり、例えば文脈を与えるとそちらに注意を割かれるので目標語の理解が浅くなるという予測や、
文脈と目標語の組み合わせが新たな意味を与えるといった異なる予測が可能であった。しかし、実際には、限
られた注意資源や時間上の制約の中で、学習者は文脈からメンタルイメージを容易に構築できる場合にはそれ
を利用するが、そうでない場合は目標語や訳語を知識源とした学習を行っていた。本論文では、先行研究の理
論的モデルを参照しながらこれらの実験結果をモデルとして提示することで、語彙学習を目的としながら高心
像・低心像文脈を読んでいるときのプロセスをメンタルイメージの生成の観点からさらに体系的に整理した。 
  
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 まず、本研究は、文脈心像性を学習者の英語語彙熟達度と共に考慮することで、文脈情報を語彙学習に活用
できる可能性を見いだした点において特に優れていると考えられる。具体的には、(1) 語彙学習に対し、コン
テキストのイメージしやすさがどのように影響するか、(2) コンテキストの内容をイメージ化させる指導がど
のような影響を持つか、(3) more imageable context、less imageable context、no contextという 3種類の条
件下で語彙学習がどのような影響を受けるか、(4) 学習者の読解力やタイプ（志向性）が、語彙学習における
コンテキスト利用にどう影響するか、(5) 語彙学習方法による影響の現れ方が、語彙テスト方法によってどの
ように異なるか、(6) 発話プロトコルによるコンテキスト利用の実態調査など、日本人英語学習者のコンテキ
スト利用の実態を、各種実験を通じて解明している。また、こうした一連の検証を通して、ある程度の語彙熟
達度を持つ学習者であれば、なじみのない語彙を文脈内で学習した際にその関連性を記憶しているかもしれな
いという点や、少なくとも上級レベルの学習者以外では、低心像文脈を用いた学習はあまり効果的ではないと
いう点など、今後の英語学習に極めて有益な示唆をもたらした。例えば、熟達度が比較的低い学習者は状況が
思い浮かべにくい文脈を目標語と関連づけて覚えることが困難であるという発見に基づけば、教師は生徒が内
容をイメージできるかどうかを考慮したうえで語彙指導に用いる文脈を選択すべきであるという提言も可能
である。もちろん、外国語の語彙は様々な文脈の中で繰り返し出会うことで累積的に達成するものであるため、
訳語と文脈を用いた意図的語彙学習に続いて様々な形の付随的語彙学習を行うことの重要性にも留意する必
要があるだろう。 
 次に、先行研究を踏まえながらも独創的な着想を提示している点と、複数の実験を通して慎重に再現可能性
を追求している点においても努力が認められる。これまで、外国語語彙を訳語とともに学習する場合には文脈
の有無は学習に影響を与えないとされてきたが、語彙学習に関する様々な先行研究、さらには文章読解に関わ
る実証研究や理論研究を幅広くレビューすることで、本論文では語彙習得におけるコンテキストの役割につい
ての新たな仮説を提示した。その検証においては、特定の先行研究に基づいた実験マテリアルだけでなく、実
在語や疑似語を含めた多様なマテリアルを用いており、本論文の発見に再現可能性があるということを明確に
示している。その意味では、実験 1から実験 5まで、条件を変えながらコンテキストの効果を慎重に検証し
ていることには意義が認められる。 
 ただし、実験 6（研究 3）で、それまでの量的研究から質的研究に移行しているが、この理由が十分に説明
されていない。学習者がコンテキストをどのように理解するかという問題は、本論文に含まれる予備実験の内
容とも深く関係すると思われるため、実験 6だけで中心的に扱うよりも実験 1から実験 5に先駆けて実施し
た検証内容と関連づけて議論するほうが、質的研究の位置づけは明確になったのではないか。また、研究対象
が語彙習得におけるコンテキストの利用に向けられてはいるものの、実験に組み込む要因が多岐にわたってお
りやや一貫していない印象を与える。確かに、英語リーディングにおいてコンテキストのイメージ化を検証す
る際、多くの要因を網羅的にコントロールすることは困難であるが、これらを十分に制御できなければ、確か
な手応えのある一貫した結論が得られにくい側面もある。また、実際に参加者がどんなメンタルイメージを形
成したかが統制できれば、本論文の研究はより緻密なものとなる。その他にもいくつかの実験上の限界点はあ
るが、それらについては論文中でも具体的な解決方法とともに記載されている。なお、本研究のバックグラウ
ンドに基づくことで、他の研究の方向性を見出すことも可能であろう。例えば、１文のコンテキストに空所補
充問題形式の語彙学習の影響や、音読などの学習法がいかに、個々の語彙習得に影響するか、さらに文章内で
の語彙処理をする能力を促進するかといった研究も考えられよう。 
 こうした課題はあるものの、本論文は全体的によくまとまっており完成度が高く、語彙学習における文脈処
理のメンタルイメージ形成やその指導効果を解明するための意味ある研究であり、分野の知識の向上への高い
貢献や読解研究への大きな寄与が期待され、高く評価できる。日本の英語学習者にとっては日本語の訳や例文
を用いた語彙学習の方法は非常になじみがあるものであり、その際に例文のような短いコンテキストを活用す
ることに本当に意味があるのかというのは重要な問題であった。この点について、本論文では文脈を用いた語
彙学習の利点と、それを最大限に引き出すための条件についての教育的示唆を与えている。 
 
２ 最終試験 
 平成 27年 1月 13日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
